
都道府県名 宮 城 県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）
学校名 石巻市立湊中学校
学 年 １年 ２年 ３年 特殊学級 計 教員数
学級数 ３ ３ ３ ２ １１
生徒数 １０３ １０４ ９０ ２ ２９９ ２３

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

確かな学力を身につけようとする湊中生の育成
～個に応じた指導の工夫を通して～

２．研究内容と方法
(1) 実施学年・教科

実施学年・教科
全学年、必修・選択９教科対象
・必修９教科については、特定の教科に限らずに、全ての教科で、生徒が身につけ
るべき確かな学力の育成が必要と考えたため。
・選択教科については、発展的学習、補充的学習、個性を生かした学習など「個に
応じた指導」を進めていく上で、選択教科での取り組みは、必要不可欠と考えたた
め。

(2) 年次ごとの計画

○ テーマ
平 確かな学力を身につけようとする湊中生の育成

～個に応じた指導の工夫を通して～
成
○ 研究の見通し（仮説）

14 ① 基礎・基本の確実な定着のために、個に応じたきめ細かな指導方法や
指導形態を工夫すること

年 ② 自ら学び、自ら考える力を育成するための指導方法や指導形態を工夫
すること

度 ③ 選択教科を中心に、生徒の興味・関心を生かして個性の伸長を図る
こと

④ 個に応じたきめ細かな評価をおこない、その評価を生かした指導を進
めること

○ 研究の内容・方法
① 基礎・基本の確実な定着のための、個に応じた指導方法や指導形態に
ついて
＊評価規準を生かした個に応じた授業づくり
＊少人数指導における習熟度別学習の実施

実施教科・学年 １・３年 数学
２・３年 英語

② 自ら学び、自ら考える力を育てるための指導方法や指導形態について
課題別学習、体験的学習の実践
必修教科での発展的学習の実践

③ 選択教科の履修幅の拡大と発展的、補充的学習を中心とした生徒一人
一人の個性を生かせる選択教科の指導について
・生徒の願いに応じた幅広い選択教科のコース設定
・ねらいを明確にした選択教科のコース設定
・基礎コース、関心コース、課題コースの３コース

④ 個に応じた評価の研究と評価を生かした指導について
評価規準に基づいた、きめ細かな評価の手法の研究と指導と評価の

一体化



○ テーマ
確かな学力を身につけようとする湊中生の育成
～個に応じた指導の工夫を通して～

○ 研究の見通し（仮説）
① 基礎・基本の確実な定着のために、個に応じたきめ細かな指導方法や
指導形態を工夫すること

平 ② 自ら学び、自ら考える力を育成するための、指導方法や指導形態を工
夫すること

成 ③ 選択教科を中心に、生徒の興味・関心を生かしたコース設定、指導方
法を工夫して個性の伸長をはかること

15 ④ 個に応じた評価の研究と評価を生かした指導について

年

度
○ 研究の内容・方法

① 基礎・基本の定着を図るための、個に応じた指導方法や指導形態の工
夫
・評価規準を生かした基礎・基本の確実な定着を目指した授業づくり

評価項目を絞り込み、授業の目標を明確にし、明確にした観点につい
て授業の中に見取りを取り入れた個に応じた指導によって基礎・基本の
確実な定着を図る。
・定期的な単元テストの実施（5週に1回・国社数理英の5教科）

単元テストをおこなうことで、学習内容の定着度を短いサイクルで確
認する。また、テストの結果を分析し、その後の個に応じた指導の資料
とする。
・弾力的な少人数指導、ティーム・ティーチング指導の工夫

数学、英語、理科の三教科で複数教員による指導を実施。指導形態に
ついては、単元、題材にあわせ少人数指導（習熟度別・課題別・興味・
関心別など）とティーム・ティーチングを弾力的に実施していく。
今年度から理科でも複数教員による指導を行なっているが、観察・実験
を中心に、より個に応じた指導を進めていくために必要と考えたため。
② 個に応じたきめ細かな評価の工夫
・評価規準に基づいたきめ細かな評価及び指導と評価の一体化

各教科で単位時間の評価規準を設定し、評価規準に基づいて評価を累
積していく。また、評価をその後の指導に活かし、指導⇒評価⇒指導と
評価をフィードバックすることによって、学習事項の確実な定着を目指
す。
・情意面を重視した自己評価の実施

生徒の情意面の変化を知ることをねらいとして実施し、教師の側から
の励ましやアドバイスなどを通して、生徒の主体的に学ぼうとする気持
ちを伸ばしていく手立ての一つとする。

○ テーマ
平 確かな学力を身につけようとする湊中生の育成
成 ～個に応じた指導の工夫を通して～
16 ○ 研究の見通し
年 ① 基礎・基本の確実な定着のために、個に応じたきめ細かな指導方法や
度 指導形態を工夫すること

② 自ら学び、自ら考える力を育成するための、指導方法や指導形態を工
夫すること
③ 選択教科を中心に、生徒の興味・関心を生かしたコース設定、指導方
法を工夫して個性の伸長をはかること
④ 個に応じた評価の研究と評価を生かした指導について

○ 研究の内容・方法
自ら学び、自ら考える力の育成
① 課題解決学習、発展的学習の充実
② 選択教科における確かな学力の育成



(3) 研究推進体制

○研究組織図
教科部会 国・社・数・理・英・

音・美・体・技

研 研 研 研究計画部
校 教 究 究 究 少人数授業部会
長 頭 協 推 部

議 進 長 授業研究部
会 委 会 選択教科部会

員
会

調査研究部

・ ９教科を対象に研究を進めているため、教科部会を中心に研究に取り組んでい
るが、少人数部会、選択教科部会を設けることにより少人数指導や選択教科の授
業の計画、実践について、各教科での取り組みについて、教科の枠を超えて情報
交換し、話し合いをもつことができるよう工夫している。
・ 研究部長会を設け、研究に関する話し合いや情報交換を研究計画部、授業研究
部、調査研究部のチーフ３名でもち、少人数で話し合いができる利点を生かして
密に情報交換をおこなっている。

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

○ 学習アンケートの結果から昨年度に比べて、関心・意欲や理解度について向上
が見られ、研究主題にある「確かな学力を身につけようとする」生徒の育成が進
んできていることがうかがえる。
学習アンケート結果
・授業の内容がよくわかる
H14年度 ６６．５％ ⇒ H15年度 ７６．５％
・授業内容に興味・関心をもった
H14年度 ５４．５％ ⇒ H15年度 ５８．９％

○ 個に応じた指導形態の工夫として取り入れている少人数指導、ティーム・テ
ィーチングについて、一人の教員による指導に比べ授業に参加しやすくなった、
学習内容がわかるようになったなど少人数指導、ティーム・ティーチングの効果
がアンケート結果から見られた 。。
・授業に参加しやすくなった
６７．０％

・授業がわかるようになった
６６．７％

○ 単元テストの実施によって、基礎的・基本的な学習事項の定着に効果が見られ
た。

２．今後の課題

○ 生徒が主体的に学ぼうとする気持ちを育てる手立てについての研究。
○ 自ら学び、自ら考える生徒を育成するための、課題解決学習や発展的学習など

生徒自らが課題を設定し、その解決に取り組む授業づくりの工夫についての研
究実践。
○ 選択教科における発展的学習、補充的学習の指導方法を中心に、生徒の関心・
意欲、個性を活かした選択教科のコース設定、指導方法のあり方についての研究
実践。



Ⅳ 学力把握のための学校としての取組

○学習アンケート
必修教科、選択教科における生徒対象の学習アンケート。生徒の学習への関心

・意欲、理解度などを知ることを目的に実施。年２回５月、２月に実施。
○CRT学力検査

生徒の学習状況の客観的な資料とするために実施。全学年、国・数・社・理・
英 １学年１回目のみ英語をのぞく の５教科を対象とする 毎年３月に実施 １（ ） 。 （
学年のみ４月、３月の２回実施）

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

○公開授業
本校における研究の取り組みについて、公開授業を通して広く知らせるととも
に、指導助言や情報交換、講話などを通して研究推進の一助とする。
対象は、石巻管内の小・中・高等学校を中心に県内外のフロンティアスクール
などとしている。
平成15年度は、３回実施。実施月日と教科については以下のとおりである。
平成１５年 ５月２７日 （教科 国語・理科・技家）
平成１５年１１月２０日 （教科 音楽・美術・体育）
平成１６年 ２月１０日 （教科 国語・社会・数学・理科・英語）

○ホームページによる研究に関する情報発信。 平成１５年１１月８日より
○県外のフロンティア校との情報交換（山形県、秋田県、福島県）
県外からの研究視察受け入れ（静岡県、群馬県、埼玉県）
○平成16年度は、11月15日に公開研究会実施の予定。

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 □１５年度からの新規校 ■１４年度からの継続校

【学校規模】 □３学級以下 □ ４～６学級
□７～９学級 ■１０～１２学級
□１３～１５学級 □１６学級以上

【指導体制】 ■ 少人数指導 ■ Ｔ．Ｔによる指導
□ その他

【研究教科】 ■ 国語 ■社会 ■ 数学 ■ 理科
■ 外国語 ■音楽 ■ 美術 ■ 技術・家庭
■ 保健体育 □ その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 ■有 □無
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